
北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
ニ
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ス

北
後
志
消
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組
合
積
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北
後
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消
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消
防
ニ
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ス

消
防
ニ
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ー
ス

“
広
域
連
携
”
で
消
防
力
向
上

“
広
域
連
携
”
で
消
防
力
向
上

　
　
古
平
支
署
と
合
同
訓
練

　
　
古
平
支
署
と
合
同
訓
練

　
11
月
11
・
13
日
に
古
平
支
署
と
合

同
で
救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
山
菜
採
り
で
沢
に
転
落
し

動
け
な
く
な
っ
た
人
の
救
出
を
想
定
。

自
然
木
や
積
丹
支
署
か
ら
油
圧
シ
ョ
ベ

ル
（
Ｂ
＆
Ｇ
防
災
資
機
材
）
を
用
い
た

ロ
ー
プ
で
の
救
出
、
古
平
支
署
所
有
の

ド
ロ
ー
ン
操
縦
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

救
助
資
機
材
の
使
い
方
次
第
で
活
動

効
率
が
上
が
り
、
救
出
時
間
の
短
縮
だ

け
で
な
く
、
安
全
性
も
上
が
る
こ
と
を

美
国
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

　
　
独
居
高
齢
者
宅
声
か
け
活
動

　

美
国
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
（
山
﨑
美
枝
子

会
長
・
会
員
72
名
）
は
、
11
月
27
日
に
美

国
町
の
75
歳
以
上
独
居
世
帯
69
戸
を
10
名

の
会
員
が
訪
問
・
声
か
け
活
動
を
実
施
。

　

暖
房
機
器
の
使
用
に
よ
り
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
住
宅
防
火
・
防

災
を
啓
発
し
、
乾
燥
時
や
強
風
時
の
屋
内

外
で
の
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

冬
の
体
調
管
理
と
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
古
平
支

署
職
員
と
の
連
携

も
再
確
認
で
き
、

貴
重
な
訓
練
で
し

た
。

　

今
後
と
も
隣
町

の
支
署
同
士
互
い

に
切せ

っ

さ

た

く

ま

磋
琢
磨
し
、

情
報
共
有
を
行
い

消
防
力
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

～ファイターズ応援大使が≪後志≫に～

「北海道応援大使プロジェクト」「北海道応援大使プロジェクト」
　北海道日本ハムファイターズで

は、2023 年より「北海道応援大使

プロジェクト」を 10 年間にわたる

まちづくり・まちおこしに寄与する

事業として展開しています。

　11 月 30 日、「F FES2024」（北広

島市・ｴｽｺﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ HOKKAIDO）にお

いて 2025 年（1～ 12 月）の対象地域と

して後志エリアが選定されました。

「F FES2024」の対象エリア発表セレモニーに積丹町

からは、古平・仁木合同野球スポーツ少年団所属の

南
みなみがた

方颯
そ う た

太さん（美国小３年）が参加してくれました。

▼野村佑希選手と南方さん（後列右から３番目）ほか

※ 「F FES2024」 ： 北海道日本ハムが毎年シーズンオフにファンへの感謝と来年の活躍を誓う交流イベント

『
消
火
栓
等
』
の
除
雪
作
業
に
感
謝

『
消
火
栓
等
』
の
除
雪
作
業
に
感
謝

12
月
に
入
り
、
本
格
的
な
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。

日
頃
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
厚
意
で
家
や
職
場
近

く
の
「
消
火
栓
」
な
ど
消
防
水
利
施
設
の
除
雪
に
ご
協

　

美
国
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
（
山
﨑
美
枝
子

日
に
美名

　

暖
房
機
器
の
使
用
に
よ
り
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
住
宅
防
火
・
防

災
を
啓
発
し
、
乾
燥
時
や
強
風
時
の
屋
内

外
で
の
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
を
呼
び
か

　

冬
の
体
調
管
理
と
火
の
取
り
扱
い
に
は

力
を
い
た
だ
き
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
の

周
り
は
緊
急
時
に
消
防
車

両
が
使
用
し
ま
す
の
で
、

車
な
ど
を
停
め
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　観戦バスツアー等の実施は予定しておりませんが、今後の実施イベント等が決定した際は、改めてお知らせし

ます。

　なお、今回は後志全域のプロジェクトで、市町村に特定の選手を大使として充てるものではありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【企画課】℡４４-２１１４
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まちまち の 日記帳日記帳
 12
    　１

元気に発表！

　みなと保育所は12月１日（28回目）、

びくに保育所は12月14日（47回目）に生

活発表会がそれぞれ行われ、子どもたち

は、これまで練習を重ねてきた歌や器楽

演奏、遊戯などを披露しました。

　子どもたちの成長した姿に、保護者や

地域の方々から温かい声援と拍手が送ら

れていました。

　びくに・みなと保育所生活発表会

　第32回Ｂ＆Ｇ財団会長杯ソフトバレーボール大会がＢ＆Ｇ

海洋センターアリーナを会場に開催されました。

　４チーム16名が参加し、交流を深めつつ、普段の活動の成

果を発揮して競技に取り組んでいました。

　　優　勝　 ：チーム青信号（主将：松浦　敏子）

　　準優勝　 ：チーム黄信号（主将：下山　達也）

　　３　位　 ：チーム赤信号（主将：佐藤　千香子）

　　４　位　 ：てる丸　　　（主将：田代　輝）

地域のスポーツ交流
第32回Ｂ＆Ｇ財団会長杯ソフトバレーボール大会

 12
    13

 12
    14

　プレミアム商品券スタンプラリー抽選会が、商工会役員と

町商工観光課職員立ち会いのもと、町産業会館で行われまし

た。

　この抽選会は、町商工会が販売したプレミアム商品券に付

いているラリー抽選券に取扱加盟店のスタンプ５個を集める

と抽選に参加できるもので、今回は去年の倍近い516枚の応

募がありました。

　景品は、29社の協賛により195本が用意され、商工会役員

が当選者の喜びを祈りながら抽選箱に手を入れていました。

なにが当たるかな？
プレミアム商品券スタンプラリー抽選会

 12
    13
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余市税務署からのお知らせ

　
無
料
法
律
相
談
所
開
設

次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

◆
日
時

１
月
15
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
定
員　

６
人

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

余
市
町
役
場
　
総
務
課

℡
０
１
３
５
ー
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
隊
で
は
、
18
歳
～
32
歳
ま
で
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

車
両
、
船
、
飛
行
機
を
扱
う
仕
事
か

ら
事
務
や
調
理
な
ど
職
種
は
50
種
以
上

あ
り
ま
す
。

　

応
募
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
は
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

℡
０
１
３
４

－

22

－

5
5
2
1

年
金
の
予
約
相
談
実
施
中

　

年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
に
つ
い
て

の
予
約
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の

わ
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
を

ご
準
備
の
う
え
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

日
本
年
金
機
構

℡
０
５
７
０
ー
05
ー
４
８
９
０

　
北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期
間

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯
舞
群

島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉
島
か

ら
な
る
北
方
四
島
の
早
期
返
還
の
実
現

は
、
道
民
は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に

わ
た
る
悲
願
で
す
。

　

北
方
領
土
問
題
解
決
の
た
め
、
日
露

両
国
間
で
は
外
交
交
渉
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

が
始
ま
っ
て
か
ら
60
年
以
上
が
経
過
し

た
現
在
な
お
、
領
土
返
還
の
具
体
的
な

道
筋
は
見
え
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

北
海
道
で
は
、
毎
年
１
月
21
日
か
ら

２
月
20
日
ま
で
を
「
北
方
領
土
の
日
特

別
啓
発
期
間
」
と
し
、
北
方
領
土
返
還

要
求
に
係
る
国
民
世
論
の
高
揚
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
領
土
問
題
の
解
決
に
向

け
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
働
い
て
い
る
調
理
師
の
皆
さ
ま
へ

　

調
理
師
法
で
は
、
調
理
業
務
に
従
事

し
て
い
る
調
理
師
は
、
２
年
ご
と
に
、

12
月
31
日
現
在
の
調
理
従
事
場
所
等
を

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら

れ
て
お
り
、
今
年
は
届
出
の
必
要
な
年

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

届
出
が
必
要
な
調
理
師
と
は
、
次
の

施
設
、
店
舗
で
調
理
の
業
務
に
従
事
し

て
い
る
方
で
す
。

○
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、

社
会
福
祉
施
設
、介
護
老
人
保
健
施
設
、

矯
正
施
設
、
そ
の
他
多
数
人
に
飲
食
物

を
調
理
し
て
供
与
し
て
い
る
施
設

○
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ

う
ざ
い
製
造
業
、
複
合
型
そ
う
ざ
い
製

造
業

　

届
出
用
紙
は
、
一
般
社
団
法
人
北
海

道
全
調
理
師
会
小
樽
支
部
、
倶
知
安
保

健
所
、
岩
内
保
健
所
及
び
余
市
支
所
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
届
出

も

可

能

で

す
。
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ

い
。

●令和６年分確定申告の相談及び申告書の受付期間について

　令和６年分確定申告の相談及び申告書の受付は、令和７年２月

17 日（月）から同年３月 17 日（月）までです。

● e-Tax を利用した徴収高計算書データ送信及びダイレクト納付

　方法について

☆おすすめ手続方法 ・・・・＞こちら

① e-Tax で徴収高計算書を作成

②徴収高計算書送信時に「自動ダイレクト」機能を利用して納付

　手続

③法定納期限当日に自動で口座引落しされるので、正常に引落し

　されているか確認

　※法定納期限当日に手続をした場合は翌取引日 (期限内納付と

　　して取り扱います。)

☆国税を納付する場合は、『ダイレクト納付』を

　はじめとする『キャッシュレス納付』を

　ぜひご利用ください。

●国民健康保険税　第７期
　　　　　納期限 １月27日㈪
●介護保険料　第７期
　　　　　納期限 １月27日㈪
●後期高齢者医療保険料　第７期
　　　　   納期限 １月27日㈪

今月の納期今月の納期

●上下水道使用料金　12月分
　　　      納期限 １月31日㈮
●住宅使用料　１月分
　　　      納期限 １月31日㈮

( 注 ) 口座振替をこ利用の方は、１月27
日㈪に引き落しになりますので、前日まで
に残高の確認をお願いします。

◀
マ
ニ
ュ
ア
ル

◀
動
画

◀
各
納
付
手
段
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　相談のうえ、 市町村 （積丹町住民福祉課 ・ 国保担

　当） へ特別療養費の申請をすることで、 保険給付

　分 （７割または８割） が支給されます。

●　支給金額の全額又は一部を滞納している保険税

　へ充当する場合があります。

●　医療費を支払った日の翌日から２年が過ぎると

　時効となり、 支給申請ができなくなります。

【問合わせ先】住民福祉課国保担当 ℡ ４４-２１１３ 

～ 国保税滞納による 10 割負担 「特別療養費制度」 ～～ 国保税滞納による 10 割負担 「特別療養費制度」 ～

●　災害その他の特別の事情がないにもかかわらず、 長期にわたり国民健康保険税を納めなかっ

　た場合、 医療機関の窓口で医療費を全額負担いただく 「特別療養費」 の対象となります。

●　特別療養費の対象者となった方には、 対象者である旨が記載された下欄様式の 「資格確認

　書 （特別療養）」 が交付されます。

●　特別療養費の対象者が医療機関を受診したときは、 いったん医療費の全額 （10 割負担） を

　 支払っていただき、 後日、 保険税の納付について

日常の感染予防を日常の感染予防を！！ ～冬を元気に過ごそう～～冬を元気に過ごそう～

　冬休みや帰省等で、人が集まる場所へ出掛ける機会が多くなります。

　ご自身や身近な人のため、コロナウイルスやインフルエンザなどの感染予防対策の自主的

な励行に努めましょう。

＜基本的感染対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞

基本的感染対策 対 策 の 考 え 方

マスクの着用
・個人の主体的な選択を尊重し、着用は個人の判断に委ねることを基本。

・一定の場合には、マスク着用を推奨。

手洗い等の手指衛生 ・一律に求めることはしないが、新型コロナの特徴を踏まえた基本的感染対策

　として、引き続き有効。換気

「三つの密」の回避

「人と人との距離の確保」

・一律に求めることはしないが、流行期において、高齢者等重症化リスクの高

　い方は、換気の悪い場所や、不特定多数の人がいるような混雑した場所、近

　接した会話を避けることが感染防止対策として有効。

　（避けられない場合は、マスク着用が有効）

＜町内の患者数＞（令和５年５月８日以降）

　（令和５年度）　

　　検査数：２０５人 /陽性者：４７人［22.9％］

国保診療所でのコロナウイルス検査状況

　（令和６年度）

　　検査数：８４人（11 月末現在）/陽性者：２７人［32.1％］

●厚生労働省「新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後の対応」

▲資格確認書（特別療養）

””短期被保険者証の廃止短期被保険者証の廃止”” （令和６年１２月２日以降）（令和６年１２月２日以降）

国民健康保険税は、 納期限までに納めましょう！
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「冬の大地震」に備えて

【問合わせ先】札幌管区気象台地震火山課 ℡ 011-611-6125  

　令和６年１月１日に発生した「令和６年能登半島地震」から１年

が経過します。この地震では震災被害の対応に加え、寒さや雪など

への対応も必要となりました。

　冬に大地震が起こることも想定し、以下の点に注意し、日頃から

備えておきましょう。

１．寒さへの備え

　　冬の屋外で寒さのため体温が下がると、低体温症で命が危険な

　状況となることがあります。避難するときのために、防寒着や防

　寒グッズを準備しておきましょう。

　　また、電気やガスが止まったときに備えて、ポータブルストー

　ブや使い捨てカイロなどがあると安心です。

２．雪に対する備え

　　地震の揺れで、屋根からの落雪や雪崩の恐れがあります。

　　また、雪道は歩きづらく避難に時間がかかります。安全な避難

　路を見つけておきましょう。

３．火災に対する備え

　　冬は暖房器具による地震時の火災リスクが高まります。暖房器

　具の転倒や周囲への引火に十分注意してください。また、停電時

　に避難する際はブレーカーを落とし、ガスの元栓を閉めましょう。

野塚小学校閉校式典野塚小学校閉校式典
思い出を語る会思い出を語る会

●日時

　　令和７年３月２日（日）

●会場

　　野塚小学校　体育館

≪閉校式典≫

　時間：９時 30 分～ 10 時 30 分

≪思い出を語る会≫

　時間：10 時 50 分～ 12 時 00 分

【申し込み】

積丹町立野塚小学校 ℡ 0135-45-6009

　令和７年１月 31 日までに

電話・二次元コードからお申

し込みください。

積丹町立野塚小学校 ℡ 0135-45-6009

余 市 警 察 署 通 信
それでもやりますか？それでもやりますか？

STOP ！闇バイトSTOP ！闇バイトは、は、 犯罪犯罪ですです

　ＳＮＳには「ホワイト案件」、「高額報酬」、「即日即金」、

こんな言葉があふれています。これはアルバイトの募集

ではなく、犯罪実行者の募集です。応募するということ

は、犯罪に加担するということです。「一度だけ。」「す

ぐに辞める。」と思うかも知れませんが、辞めさせては

もらえません。応募をし、個人情報を送ってしまえば犯

罪を実行するための使い捨ての道具となります。辞めた

いと言っても「個人情報をさらす、家族、大切な人に危

害を加える。」などと脅されて、逮捕されるまで犯罪を

繰り返すことになるのです。

　逮捕された自分の姿、家族を想像してください。それ

でもやりますか？

　もし、家族に危害を加えるなどと脅迫されている方が

いましたら警察に相談してください。

（警察相談ダイヤル「♯９１１０」）

　1 月 10 日は　1 月 10 日は

「110 番の日」 です 「110 番の日」 です ！！　

　110 番は、緊急の事件・事故などをいち早く警

察へ通報するための緊急電話です。

　緊急の対応を必要としない遺失物・拾得物の届

出、諸手続に関する照会などは、最寄りの警察署、

交番・駐在所に電話をしてください。

　また、相談や警察業務に関する意見・要望は、

短縮ダイヤル ｢♯ 9110｣ の警察相談専用電話をご

利用ください。

　なお、110 番通報は最寄りの警察署ではなく、

警察本部（札幌）

につながるため、

発生場所等の住所

を詳しくお伝えく

ださい。
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